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去る3月13Lは り2iArL日金アジ17肘闇の援助で台湾の林

aylを視察することかできたO 硯地におV,ては省政府林

諮問､農トj復興のために特に設けられた咋個農村視軸委

で､-T･瑚以上のfJ弦灘をうること77):できたo

fT湾は隣接の地にあり､n然環億も沖ルこよく似た処

もあって見るべき点も多かった｡日数の都合上西敵岸一

帯の林LFS地を切ったがその一部をgVJ'介するo

iT北T机ま人口100万の 大都市で広々とした舗装道路が

完備し､術諸掛も腎哩が行き屈き､ ｢縁ゆたかな島だ｣

との初印象を受けた｡ 道路の両側には大王ヤシ､ビロ

ウ､I/カギなどの柚木がそよ風になびいて人都市の美観

をV,やがLにも高めてV,た (写真1.ビロウの並木)
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市内には和子､学校は勿.il諭のこと､抽物歯､gL-JJ物関､

図古館､tL燃 (:;f李博物館などかあり､了htl1-の勉牛の場､
憩いの場も設けられてVlる｡

(写真2.台 北植 軌園の-部 )

北部一帯は西釆島と同綿変位で､温暖多雨､殊に松軌

の適地である｡日本統治時代よりリュウキウマツD人 l

紳我が行なわれ､以来60年その耐桜2万町歩允もあi)､

!L･.みの報琉球より､育ての粍f津守でスクスク伸びてV,ら

リユウキウマツを見て我々はn古の念にかられた｡50J'L-:

fl:.で伐探されIEr.蘭のパル70コ工場-逮られ-紬ノミルプ仰木

林となってV､るO(写真3.小格頭のリュウキュウマツ林)



jLL'h-･｢;主立鮎には甜院舛r;{皆瀬rJLLがあり､臼有林より朝等
臼t,さ]Lる木材をfET.営儲材工敬こて蟹川1才､雄等机 枕木

などに製材し､都市へ送り臼ル てV,る.

は茶栽培が盛んで防風垣､敏慣例としてソウシジ-が耕

作地を取り囲んでいたO

またレモン-I-カT)のil･'.盲もIF'･く､香抑 郎‥tとしてレ

モングラスに変って平地で¥､紳鼓し始められてV,たO

(写真4.レモンユーカリ 5年生 )

閃海17'線-JnWi射中手糾乙野か多く､JFFL/<随起して陸地が

造破されているO この一帯の丘陵地は桝壊もii:だLv,よ

うだ｡TFT崩れ防止にソウシジユの保賃林は印象的だったO
(写実5.古窯県丘陵地のソウシジユ林)

fT.i,'n.j高山では新F'L'JH山(玉山)､阿児LLlなどが有rJであ

る｡u本統治時代よりタイワンヒノキなどはこの山 か々

ら伐臼'.されてV,たが,現今は切りつくされ,大雪山､八

仙山-と移り､fr中市､豊]如 く人材iLT_,散他となり､新し

い木材工業地域として発露しつつあるO広い貯木池には

-投重木が貯木され日.本など-輪Lll.されてVlる｡

(写真6.大甲林区菅艶 の貯木池 .写六7.豊原の兼

新式撮菜館 工場 )

fT｢的'l野は水m地帯の rf.でもィ.TJl介｣似iL,;といわれてい
る その水田JEl辺には季LftL目刺やfT帆こ供えてモクマオ

ウ､ ホウライチクなどの 防l炎如かえ/Uえんと舵V,てい

たO



台中郊外山鹿に省政府が移転し､ 新しvl荷造りの最

中で､近代ビルの新庁舎が立髄び､広々とした庭園など､

台浩の発展を象徴してV,るようだ｡

(写真8.省政府の庭園)

合中より山手の南投県へ入る｡この県は海に面しない

山林地帯で､国立公園日月たんあり､高砂族部落の多V,

地域であるO 山林収入が主で住民の愛林熱も高V,よう

だ｡民有林は勿論､国有林の貸付地などにコウヨウザン

の植林が盛んである｡ 現今では企業として立派に成功

し､将来の台湾林業を担うのではなV,かと､その熱意に

感を新たにしたO (写真9.コクヨウザンの植林地)

また竹林も多く､ 竹材は勿論､ 竹の子の生産も盛ん

で､その集散地が竹山の町である｡

(写真10.竹山の竹の子朝市)

竹山から約10キロ山奥に台袴大学演習林がある｡広大

な面積を有し､学生実習はもとより､事業も折発に行な

われているようだ｡ もと東京大学演習林を引継ぎ､ス

ギ､ヒノキのうつそうと茂った美林を歩くと､日本林業

地視察をしているような錯覚に落ちいったO

(写真11.スギ､ヒノ辛.植林地) (仲宗根平男 )
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